
ＤＥＩ宣言 要旨

毎
日
新
聞
Ｄ
Ｅ
Ｉ
宣
言
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は
や
し
・
か
お
り

１
９
６
３
年
生

ま
れ
。
ロ
イ
タ
ー
通
信
記
者
な
ど
を
経

て
２
０
０
９
年
よ
り
東
大
大
学
院
情
報

学
環
教
授
（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
研
究
）
。
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公
共
性
に
資
す
る
一
歩

メ
デ
ィ
ア
に
こ
そ
必
要

丸井グループ代表取締役社長

青井 浩氏

あ
お
い
・
ひ
ろ
し

１
９
６
１
年
生

ま
れ
。
２
０
０
５
年
よ
り
現
職
。
著
書

に
「
丸
井
グ
ル
ー
プ
社
長

青
井
浩
が

賢
人
と
解
く

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経

営
の
真
髄
」
。

Ｄ
Ｅ
Ｉ
は
報
道
の
信
用
性
や
公
正
性

を
担
保
す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
に
こ
そ

求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。
数
値
目
標
と
進
捗
報
告
を
行
う

こ
と
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
、
企
業
価
値
を
判
断
す
る
上

で
、
経
営
に
人
権
や
多
様
性
と
い
っ
た

社
会
課
題
へ
の
配
慮
が
あ
る
か
を
重
視

す
る
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
３
月
期
か
ら
は

上
場
企
業
に
人
的
資
本
開
示
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
開
示
に
加
え
て
、
女
性
管
理
職

比
率
や
男
性
育
休
取
得
率
と
い
っ
た
数

値
目
標
の
設
定
と
実
績
開
示
の
義
務
化

が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
目

標
設
定
型
の
運
用
で
経
済
界
を
改
善
す

る
こ
と
は
、
政
治
や
社
会
の
多
様
性
推

進
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

丸
井
グ
ル
ー
プ
の
業
績
が
悪
化
し
た

１
９
９
０
年
代
後
半
、
私
は
幹
部
社
員

と
し
て
連
日
深
夜
に
及
ぶ
会
議
に
参
加

し
な
が
ら
｢
こ
れ
こ
そ
業
績
悪
化
の
原

因
で
は
な
い
か
」と
思
い
至
り
ま
し
た
。

そ
の
気
づ
き
か
ら
、
同
質
性
の
象
徴
と

も
い
え
る
｢
お
じ
さ
ん
｣
と
「
残
業
」
か

ら
の
脱
却
を
決
意
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
し
続
け
る
企
業
を
目
指
し
、
企

業
文
化
の
変
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

働
き
方
改
革
に
よ
り
、
１
人
あ
た
り

の
月
間
残
業
時
間
は

時
間
（

年
）

か
ら
４
・
５
時
間（

年
）ま
で
削
減
。

中
期
経
営
推
進
会
議
に
は
、
年
代
を
問

わ
ず
参
加
希
望
者
を
毎
月
公
募
し
審
査

を
通
過
し
た
社
員
が
参
加
で
き
る
制
度

を
つ
く
り
ま
し
た
。
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で「
手
挙
げ
の
文
化
」

を
導
入
し
、
社
員
の
自
主
性
や
組
織
の

自
律
性
、
多
様
性
を
育
て
て
い
ま
す
。

人
の
成
長
こ
そ
が
企
業
の
成
長
に
つ

な
が
り
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の

共
創
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
の
が
私
た

ち
の
信
念
で
す
。
毎
日
新
聞
社
の
改
革

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

東京大理事・副学長(国際・ダイバーシティ担当)

林 香里氏

伝
統
的
メ
デ
ィ
ア
は
今
も
大
き
な
存

在
感
が
あ
り
、
社
会
的
な
規
範
を
作
る

立
場
に
も
あ
り
ま
す
。
宣
言
公
表
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
公
共
性
や
文
化
の
立
て
直

し
に
資
す
る
重
要
な
一
歩
で
す
。

近
年
メ
デ
ィ
ア
業
界
で
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
問
題
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。
旧

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
性
加
害
問
題
で
は
長
年

黙
認
・
放
置
し
続
け
た
報
道
機
関
の
姿

勢
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
記
者
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
性
被
害
も
深
刻
で

す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
裏
側
に
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
、
政
治
家
や

省
庁
幹
部
に
個
人
的
に
密
着
す
る
取
材

の
あ
り
方
や
長
時
間
勤
務
と
い
っ
た
労

働
環
境
も
露
呈
し
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
不

信
感
は
高
ま
る
一
方
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
内
部
か
ら
改
革
を
志
す
声

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
宣
言
は
そ
の
声
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

多
様
な
人
が
い
て
多
様
な
視
点
が
生
か

さ
れ
て
い
る
、
メ
デ
ィ
ア
が
そ
れ
を
実

践
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
し

か
、イ
メ
ー
ジ
の
回
復
は
で
き
ま
せ
ん
。

東
大
は
２
０
２
１
年
４
月
に
理
事
の

半
数
以
上
を
女
性
と
し
た
新
体
制
と
な

り
、
翌
年
６
月
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
宣
言
を
発
表
し

ま
し
た
。
極
端
に
日
本
人
男
性
に
偏
っ

た
組
織
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
東
大
の

地
位
向
上
や
学
問
の
発
展
が
望
め
ま
せ

ん
。
女
性
、
留
学
生
、
地
方
出
身
者
と

い
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
抱
え
る
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
私
が
大
切
に
し
た
い
の

は
、
「
頑
張
る
個
人
を
支
え
る
」
と
の

思
い
で
す
。
組
織
に
与
え
ら
れ
た
公
共

性
や
権
力
は
、
構
成
員
を
守
り
、
生
か

す
責
任
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
Ｄ
Ｅ
Ｉ
宣
言
が
、
現
場
で
働
く

一
人
一
人
を
必
ず
守
る
と
い
う
「
覚
悟

の
宣
言
」
で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
未
来
に
つ
な
が
る
自
由
で
闊

達
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

格
差
や
孤
立
な
き
社
会
に

毎日新聞社は８日、従業員の多様性を確保し、公正

な評価とキャリア支援により全員が力を発揮できる環

境をつくるため、具体的な行動目標を定めた「毎日新

聞ＤＥＩ宣言」を公表した。格差や孤立のない社会の

実現を目指し、報道や事業を一層充実させていく。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
働
き
方
改
革
な
ど
４
本
柱

Ｄ
Ｅ
Ｉ
と
は
、
個
々
の
多
様

性
を
重
ん
じ
(

）、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
障
害
、
国
籍
と

い
っ
た
属
性
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
公
平
・
公
正
な
形
で
認

め
ら
れ
（

)

互
い
を

受
け
入
れ
る
（

）

社
会
を
目
指
す
考
え
方
。
人
材

確
保
や
業
績
向
上
の
た
め
、
経

営
に
取
り
入
れ
る
企
業
が
増
え

て
い
る
。

毎
日
新
聞
社
は
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
▽
働
き
方
改
革
▽
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
▽
社
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
｜
｜

の
４
本
の
柱
で
Ｄ
Ｅ
Ｉ
を
実
践

し
て
い
く
。
２
０
３
０
年
ま
で

の
数
値
目
標
も
設
け
た
。

日
本
の
男
女
格
差
は
深
刻

で
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
は
１
４
６
カ
国
中
１
２
５
位

（

年
）
。
政
治
・
経
済
分
野

の
意
思
決
定
層
の
女
性
割
合
が

低
迷
し
、
年
々
順
位
を
落
と
し

て
い
る
。
企
業
の
女
性
登
用
が

急
務
で
、
本
社
も
役
員
・
役
職

者
の
女
性
比
率
向
上
に
努
め

る
。
毎
日
新
聞
社
は
、
女
性
活

躍
推
進
法
に
基
づ
く
行
動
計
画

で
女
性
管
理
職
比
率

％
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
採
用
人
数

や
昇
進
率
を
も
と
に
試
算
し

年
の
目
標
は

％
と
し
た
。
ま

た
報
道
で
も
、
識
者
取
材
な
ど

で
積
極
的
に
女
性
を
取
り
上
げ

て
い
く
。

多
様
な
人
材
の
登
用
が
進
ま

な
い
背
景
に
は
長
時
間
労
働
が

あ
る
。
今
後
は
、
本
来
取
得
す

べ
き
年
次
有
給
休
暇
、
男
性
育

児
休
業
と
も
に
１
０
０
％
取
得

で
き
る
職
場
環
境
を
目
指
す
。

ま
た
役
職
へ
の
登
用
基
準
・
評

価
制
度
の
見
直
し
に
着
手
し
、

若
い
世
代
の
登
用
、
部
署
間
の

人
事
異
動
の
活
性
化
を
図
る
。

社
員
有
志
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
促
進
し
、
業
務
改
善
や

社
会
改
革
に
つ
な
が
る
活
動
を

支
援
し
て
い
く
。

国
内
外
の
一
部
メ
デ
ィ
ア
で

も
Ｄ
Ｅ
Ｉ
を
先
駆
的
に
実
施
し

て
い
る
。
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は

年
よ

り
番
組
の
出
演
者
や
制
作
者
を

男
女
均
等
に
す
る

：

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
、

年
以

降
は
女
性

％
、
黒
人
・
ア
ジ

ア
系
・
少
数
民
族

％
、
障
害

者

％
と
す
る
目
標
を
設
定
し

達
成
度
を
公
表
し
て
い
る
。
米

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は

年
、
有
色
人
種
に
と
っ
て
の

職
場
環
境
改
善
を
柱
と
す
る
行

動
計
画
を
発
表
し
管
理
職
に
占

め
る
黒
人
の
比
率
を
１
・
５
倍

に
し
た
。
日
本
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の

：

に
参

加
、

朝
日
新
聞
社
が

年
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
宣
言
を
発
表
し
た
。
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毎日新聞社は自由、人権、

多様性を尊重する企業理念

のもと、152年の歴史を積

み重ねてきました｡創刊150

年の年に策定した2030年ビ

ジョン・ミッションでは

「誰ひとり取り残されない

多様性のある社会」の実現

に寄与していく意志を表明

しました。

今も日本社会には、ジェ

ンダーをはじめとして、障

害、出自などに基づく格差

や孤立が深く根を張ってい

ます。毎日新聞社が報道・

事業を通して、寛容で公正

な社会の実現に寄与してい

くには、まず私たちが率先

し、誰もが安心して存在で

きる会社をつくっていく責

任があります。

ますます多様化・複雑化

する社会で、「信頼される

メディア」として企業価値

を高めていくためにも、誰

もが誇りとやりがいをもっ

て働ける組織に変えていか

なければなりません。

毎日新聞社は従業員の多

様性を確保し、互いの考え

や生き方を認め合い、全員

が最大限の力を発揮できる

環境をつくるため、以下の

取り組みを進めます。そし

て、誰もがひとしく活躍の

チャンスを得られる社会、

全ての人を受容する社会の

実現へ行動していきます。

１ ＤＥＩを進める第一歩

として、ジェンダー平等に

取り組みます。早期に女性

役員を登用し、 年までに

女性社員比率を ％、女性

役職者比率を ％にそれぞ

れ引き上げます。役員・役

職者の属性を多様化し、時

代の変化に対応します。

２ 各部署でさまざまな属

性の従業員が活躍できる環

境を整備し、コンテンツの

多様化を促進します。「ひ

と」「論点」で取り上げる

有識者・取材対象者も男女

均等を目指し、毎日新聞デ

ジタルの女性ユーザー比率

を ％に増やします。毎日

新聞社が主催する事業の審

査委員やシンポジウムの登

壇者についても女性比率を

高めます。

３ 誰もが働きやすく、公

平・公正に評価される職場

をつくるため、働き方改革

を進め、長時間労働を是正

します。 年までに年次有

給休暇取得率100％を目指

します。育児・介護との両

立支援を充実し、男性育休

取得率を100％へ向上させ

ます。

４ 新たなアイデア創出や

社会変革に寄与する人材を

育てるため、人事交流を活

発化します。役職者に占め

る 代社員の割合を少なく

とも倍増、年次や慣習にと

らわれない人材登用を進め

ます。従業員一人一人がそ

の属性にかかわらず、力を

発揮し、中長期的な視野で

自らのキャリアを描けるよ

う、相談窓口の設置、研修

・教育機会の提供、育成プ

ランの策定など支援体制を

構築します。

５ 一人一人の個性や能力

が生かせる心理的安全性の

高い職場づくりに努めま

す。年齢や障害などさまざ

まな属性に応じた従業員の

ネットワークづくりや社会

課題解決のための活動を支

援し、社内コミュニケーシ

ョンを活性化することで、

業務改善やよりよいコンテ

ンツ発信を促します。また

定期的に従業員満足度調査

を実施し、職場環境の改善

につなげます。

６ 中期経営計画の重要な

柱の一つとしてＤＥＩ推進

を明記し、定期的に進捗（し

んちょく）状況を点検、公

表します。外部の有識者に

ＤＥＩの観点から毎日新聞

社の報道・事業を検証して

いただき、提言を施策に反

映します。
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